The Lepidopterological Society of Japan 


kikik Trans. lepid. Soc. Japan 53 (3): 121-136, June 2002 


石川 県 金沢 市 産 ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ の 生態 的 知見 と 地理 的 変異 


高橋 真弓 "・ 佐 藤 卓志? 


0420-0881 静岡 市 北 安 東 5-13-11 
2920-0019 松任 市 あさ ひ 荘 苑 2-106 


Ecological notes and geographical variation of Neope niphonica niphonica 
Butler (Lepidoptera, Satyridae) from Kanazawa City, Ishikawa Prefecture, 
Central Honshé (Hokuriku District), Japan 


Mayumi TAKAHASHI” and Takuya SATO” 


DKita-And6 5-13-11, Shizuoka-shi, Shizuoka, 420-0081 Japan 
? Asahi-sóen, 2-106, Matt6-shi, Ishikawa, 920-0019 Japan 


Abstract Habitat, food plant, life cycle, adult behaviour and morphological variation of Neope 
niphonica niphonica Butler from Kanazawa City, Ishikawa Prefecture, Central Japan (Hokuriku 
District) were reported. The diurnal activity of this race is somewhat similar to that of the 
subsp. kiyosumiensis Takahashi & Aoyama. The forewing length of the summer form is very 
large, similar to the races of Mt Óe (Kyóto) and Mt Sambe (Shimane), especially in the female. 
The colouration of the wing underside, in the summer form, probably, is the palest among all 
the races of this species in Japan. 
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は じ め に 








筆者 の 一 人 , 高橋 は これ まで に 日 本 列島 に 分 布 す る ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ MNeope niphonica niphonica 

~ Butler, 1881 の 生態 的 知見 お よび 地理 的 変異 を いく つか の 地点 に つい て 報告 し て きた が , と くに 本 州 の 
AZAR RH C (3 ESTRUR SHEL (高橋 ・ 淀 江 , 1992) や 京都 市 大 江山 (高橋 , 19982) の も の を 扱っ 
た 


石川 県 金沢 市 は 本 州 中 部 の 日 本 海 沿岸 に 位置 し て お り , 上 記 の 本 州 西部 の 個体 群 と の 関係 は 興味 の あ 
る 問題 で あり , また 同じ 本 州 中 部 で も 太平 洋 沿岸 山地 の も の と の 比較 も 重要 で ある . この 報 文 が これ 
ら の 問題 を 解明 す る 上 で 役立つ と と ころ が あれ ば 幸い で ある . 


な お , この 報 文 の 生態 に 関す る 部 分 は 主として 佐藤 に よる も の で あり , また 地理 的 変異 に 関す る 部 分 
は , 佐藤 が 採集 し た 材料 に 基づい て 高橋 が まとめ た も の で ある . 

この 報告 に 当たり , 本 種 の 食 草 と な っ て いる ササ 類 の 分 類 に つい て 貴重 な 示唆 を 与え を られ た 富山 県 中 
央 植物 園 の 高橋 一 臣 氏 お よび 野外 調査 に 協力 され た 金沢 大 学 理 学部 の 院生 , 大 脇 淳 氏 に あつ く お 礼 を 
申し あげ る . 














石川 県 金沢 市 東部 の 丘陵 ・ 低 山地 帯 の 雑木 林 に か な り 普 通 に 見 られ る . 確認 し た 地点 と 標高 は , 花園 
八幡 町 (50m), 浅丘 町 (60m), 三 小 牛 町 (90m), 榎 尾 町 (10-140m), 下谷 町 (170m), 角間 町 
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(170m), 湯 浦 町 (190-210 m), 中 山 町 (220-240 m), 内 川 ダ ム (240m), 戸 室 新保 (240m), 戸 室 別所 
(300 m) お よび 砂子 坂町 (350-400 m) な ど で あ る . 以上 の 生息 地 は 標高 60-400 m ぐら い の 範 囲 に 含 
まれ る . これ ら の 生息 地 か ら 少 し 離れ る が , 金沢 市 内 の 医 王 山中 腹 の 標 高 700 m あたり で も 採集 し て 
いる . 


本 種 が 多 産 する 中 山 町 で は , ブナ 科 の アベ マキ の ほか , クヌギ , コナ ラ , ウソ ミズ ザク ラ , ホウ ノ キ , 
ケヤキ , オニ グル ミ , アカ マツ , スギ な ど を 含む , 主として 落葉 広葉 樹 か ら な る 雑木 林 に 生息 する . 
林内 に は ヤブ ツバ キ , ヒサ カキ , ヒメ アオ キ な どの 低木 が 、 また 林 縁 に は エゴ ノ キ , ムラ サキ シキ ング 
タニ ウツ ギ , タラ ノ キ , アケビ な どの 植物 が よく 見 られ る . 幼虫 の 食 草 と な る タケ 科 植 物 と し て の チ 
マキ ザ サ は 林内 お よび 林 縁 に 広く 見 る こと が で きる . 雑木 林 の 周囲 は 主として 入り 組ん だ 水田 と な っ 





て いる . 
金沢 市 近郊 で は 以上 と 異な っ た 環境 に 生息 する 場合 も あり , 羽 昨 郡 押 水 町 の 宝達 山頂 上 (610m) で は 
ブナ の 純 林 で 成虫 を 確認 し て いる . 


この 地域 に は 同属 の サト キマ ダラ ヒ カ ゲ Neope goschkevitschii も 分 布 す る が 個体 数 は 本 種 よ り も 少な 
い . 人 金沢 市 で は 城南 二 丁 目 (31m), 花園 八幡 町 (50m) 大 桑 町 (70m), 榎 尾 町 (140m), 角間 町 
(180 m), 中 出町 (220-240 m), 荒山 町 (240m), 戸 室 新保 240m) な どか ら 発 見 され , 花園 八幡 町 , 
榎 尾 町 , 角間 町 , 中 山 町 , 戸 室 新 保 な ど で は 本 種 と 混 棲 する . 





2. 食 草 


中 山 町 で の 野外 観察 に よれ ば , 本 種 の 母 蝶 は 雑木 林 の 林内 や 林 舟 に 群落 を つく る チマ キザ サ Sasa pal- 
mata Nakai に 産卵 する . EW, 夏 型 と も に , 当年 の 春 以降 に 展開 し た 葉 の 裏面 の 。 と くに 葉 の 縁 か ら 
5-10 mm ぐら い の 位置 に 10-30 個 か ら な る 卵 塊 を も つくる. 


金沢 市 の 丘陵 地 に は , 典型 的 な チマ キザ サ の ほか に 葉 の 裏面 に 程 固 な ど に も 毛 の 見 られ る も の も 分 布 
する . これ は 鈴木 (1978) に よれ ば , Sasa senanensis var. harai Suzuki ミナ カミ ザ サ と 同定 され る も 
OCHS. 富山 県 中 央 植物 園 の 高橋 一 臣 氏 も , これ を 一 応 ミ ナカ ミ ザ サ と し な が ら , 形態 や niche の 
連続 性 な どか ら , 個人 的 見 解 と し て 。 ミナ カミ ザ サ が 独立 種 で ある か どう な か が 再 検討 の 必要 の ある こと 
を 示唆 し て お られ る . 


そこ で 筆者 ら は 鈴木 0978) の 記述 , 野外 観察 の 結果 . お よび 高橋 一 臣 氏 の ご 意見 を 参考 に , 両者 を 
チマ キザ サ の 個体 変異 と し , チマ キザ サ を 無 毛 型 ,、 ミナ カミ ザ サ を 有 毛 型 と し て 扱う こと に し た . 


次 に チマ キザ サ 無 毛 型 と 有 毛 型 に 産 付 さ れ た 本 種 の 卵 塊 ( 卵 数 ) の 例 を Table 1 に 示す . 


サト キマ ダラ ヒ カ ゲ で は , 1999 年 8 月 22 日, 中 山 町 で 1 齢 幼虫 を 1 集団 (17 頭 ) を 有 毛 型 か ら 採集 
し て いる . また 浅丘 町 で は オオ バ ザ サ Sasa megalophylla Makino et Uchida が , 榎 尾 町 で は ク テ ガ ワ 
ザ サ S. heterotricha Koidz. が 本 種 と サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の 食 草 と な っ て いる 可能 性 が ある . 








3. 幼虫 の 行動 


1998 年 8 H 30 A, 中 山 町 で チマ キザ サ 有 毛 型 の 一 株 か ら 本 種 の 1 齢 幼虫 と 卵 塊 と を 発見 し た . 地上 
か ら の 高き さ は 45 cm 程度 . 3 枚 の 葉 を つけ た 程 か ら 発見 され , その 最も 大 き な 葉 が 基部 の 約 2cm ぐら 


Table 1. Egg cluster (eggs included) of Neope niphonica niphonica Butler from 
Kanazawa City under the leaf of Sasa palmata Nakai (haired and non- 
haired forms). 




















Food plant Date of oviposition To 
Sasa palmata June 4, 2000 June 10, 2000 Aug 30, 1998 
Form without 1 (19) 
mA 1 (20)f150* — 1 510° = 3 (79) 
Form with L( 1) 1 (20) 


hair 1( 1) 4 (61) 


*leaves investigated. 


18 Ist instar larva 


hoor 1 (39) 1002* 
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Fig. 1. 


Fig. 2. 


Fig. 3. 


Fig. 4. 


Fig. 5. 


Habitat of Neope niphonica niphonica Butler in Nakayama-chó, Kanazawa City. 
Adults of the spring form fly around the sunny forest side (May 6, 2000, Sz », T.). 

Habitat of Neope niphonica niphonica Butler in Nakayama-chó, Kanazawa City. 
Summer form adults rest on the trunk or shrubs near the ground in the forest (Sept. 8, 
1997, Sató, T.). 

Heads of the 1st instar larva of Neope niphonica niphonica Butler from Kanazawa City 
(May, 23, 1998, Sató, T.). 

An egg cluster and leaf veins left through feeding by the Ist instar larvae of Neope 
niphonica niphonica Butler from Kanazawa City. The food plant, Sasa palmata Nakai 
(Bambusaceae) (Satô, T.). 

A spring form male of Neope niphonica niphonica Butler, feeding on the dead body of 
Eumeces latisctatus (Scincidae, Reptilia) at Sunakozaka-machi, Kanazawa City (May 20, 
2001, Takáhashi, M.). 
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ug. , Sept. , Oct. 
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Fig.6. The life cycle of Neope niphonica. (A) Kanazawa City, Ishikawa Pref. (B) Bósó 
Peninsula, Chiba Pref. (C) Mt Daruma, Shizuoka Pref. E: egg, L: larva, P: pupa, A: 
adult. 


ぃ い を 残し て 食べ られ て いた . この 葉 身 の 長き は 22-24 cm と 推定 され , ほとん どの 葉脈 は 食べ られ ず 
に 残っ て いて , その うち の 1 本 に 1 卵 塊 が あり , その 基部 か ら の 位置 は 約 12 cm ほど で あっ た (Fig. 
4). その 基部 付近 に 残さ れ た 葉 身 の 一 部 の 裏面 に は 18 頭 の 1 齢 幼虫 が いて , その うち 6 頭 は 摂 食 中 で 
あっ た . 他 の 2 枚 の 葉 に は 食 痕 は な か っ た が , それ ぞ れ 1 頭 ず つの 1 齢 幼虫 が いて , 1 頭 は 表面 に , 
他 の 1 頭 は 葉柄 に 静止 し て いた . 1 本 の 葉脈 に つい た 1 卵 塊 を 構成 する 20 個 の 卵 は いずれ も 9 月 1 日 
ZCL, 葉脈 を 伝っ て 2 枚 の 葉 に 移動 し 摂 食 を 開始 し た . 


飼育 中 の 観察 に よれ ば , 1-2 齢 は 日 中 で も よく 摂 食 する . 4 齢 お よび 終 和 齢 幼虫 は 夜 9 時 か ら 明 け 方 4 
時 ぐら いま で さか ん に 授 食 し , 日 中 は 容器 の 蓋 の 裏面 な ど に 静止 し て いる も の が 多い . 野外 で も 夜間 
EBL, 日 中 は 落葉 中 な ど に 潜ん で いる も の と み ら れ る . 


4. 成虫 の 食物 


佐藤 は 1994 年 5 月 14 日 に 金沢 市 角間 町 と , 2000 年 5 月 20 日 に 同 中 山 町 で .。 それ ぞ れ 春 型 ABA 
イカ ズラ 科 の タニ ウツ ギ Weigela hortensis の 花 で 吸 密 する の を 観察 し て いる . この 植物 へ の 訪 花 は す 
TARR S MUTER NTE (EAS + FEY, 1992), この 植物 は 本 州 の 日 本 海 側 で は 本 種 の 有力 
な 蜜源 と な っ て いる 可能 性 が ある . 


本 種 は 半 次 目 昆 虫 の 分 泌 物 に も 飛来 し て 吸 液 す る . 2001 年 5 月 20 日 , 高橋 と 佐藤 は 中 山 町 に お いて 
花期 の 終わ っ た ミズ キ Swida controversa の 花穂 で , 春 型 1 〆 が 4 分 以上 明 液 し て いる の を 観察 し た . 
花 は めし べ の み が 残 存 し . その 花 柄 な ど に 体長 1 mm ぐら い の キ ジラ ミ 類 の 幼虫 と 透明 な 分 泌 物 が 見 
られ , これ を な め て みる と 強い 甘味 が あっ た . な お , 佐藤 は 2000 年 5 月 20 Hic, 中 山 町 に お いて , 1 
の が ウ ワ ミ ズ ザ クラ Prunus grayana の 幼 木 に つく アブ ラム シ の 分 泌 物 に 飛来 し て 吸 液 し た の を 観 宏 
し て いる が . アブ ラム シ の まわ り に は ムネ アカ オオ アリ が 歩き 回 っ て いた . 

以上 は 春 型 に つい て の 観察 例 で ある が , 夏 型 は も っ ぱら 樹液 に 飛来 する 傾向 が 強い . 1998 年 8 月 23 
HOE, 金沢 市 戸 室 新 保 で クヌギ Quercus acutissima の 樹液 に 飛来 し , 小雨 の 中 で サト キマ ダラ ヒ 
カゲ や クロ ヒ カ ゲ と と も に 樹液 を 吸う の が 見 られ , また 2000 年 8 月 19 日 (17:30)、 花園 八幡 町 で も 
クヌギ の 樹液 を 吸う 数 頭 の 個体 を 観察 し た . 


成虫 は これ ら の ほか に 動物 の 死体 に も 集まる . 2001 年 $ 月 20 日 (10:33-40), 高橋 と 佐藤 は 金沢 市 砂 
子 坂 町 の 山道 上 で ,。 ニホン トカ グ Eumeces latisctatus (Scincidae) の 死体 で 吸う 液 す る 1 ?@ を 観察 し て 
いる (Fig. 5). 

5. 成虫 の 行動 

佐藤 に よる 金沢 市 中 山 町 で 行っ た 観察 の 要点 を 述べ る . 
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Fig. 7. A behaviour pattern of Neope niphonica niphonica Butler (summer form male) with 
ascending spiral flight in the evening at Nakayama-chó, Kanazawa City. A-E. Quercus 
acutissima. F. Prunus jamasakura. G. A billboard plate for road repairing. 


2000 年 5 月 20 日 の 観察 に よれ ば , 春 型 〆 は 雑木 林 の 林 緑 (Fig. 1) に 沿っ て 極め て 敏速 に 飛び , 樹冠 
に 上 が る と , 樹冠 を て いね い に な ぞ る か の よう に 枝葉 すれ すれ に 飛び 続け る . まず , や や 上 向き に 枝 
葉 に 接近 する と すぐ 後退 し , この よう な 行動 を 繰り 返す . こう し て 樹冠 の 一 番 上 まで 行く と 急降下 し , 
次 の 樹冠 で 同様 の 行動 を 行う . 以上 の よう な 行動 を 数 個体 に つい て 観察 し た . この よう な 行動 は , 場 
所 や 群落 の 種類 や 高き は 異な る が , 高橋 (1991) が 屋久 島 の 高地 帯 で 観察 し た 例 と 共通 する と ころ が 
ある と 思う . 


2000 年 3 月 IA H, 送電 線 鉄 塔 に 飛来 し た 1 の が 鉄骨 に まつ わる よう に 飛び , 明らか に 鉄骨 に 接触 し 
て トン トン と いう 音 を 発する の を 確認 し た . 


以上 の 行動 は ほぼ 10 時 30 分 か ら 15 時 の 間 に 見 られ , 任意 に 4 頭 を 採集 し て みた と ころ , いずれ も 
の で あっ た こと か ら , これ ら の 行動 は 探 雌 行動 で も っ た 可能 性 が 大 きい . いずれ に し て も 飛び 方 が 極 
め て 敏速 で あっ た と ころ か ら , 摂 食 行動 や 休息 場所 を 探す 行動 で は な いも の と み ら れ る . 


この ほか に , 春 型 に は 閉 を 閉じ て 一 方 の 面 を 太陽 に 直角 に 向け る 日 光 浴 行動 が 見 られ , 2000 年 $ 月 14 
A (11:59, 1 の: [86 H 20H (16:40), 1 $; 同日 6:46, 1 の プ な どの 例 を 観察 し て いる 


春 型 の 活動 が 日 中 に 林 縁 や 林 冠 で 行わ れる の に 対し , 夏 型 は 主として 夕方 に 林内 で 活動 する (Fig. 2). 


夏 型 は 日 中 は 休息 し , 林内 の 地面 に 近い 場所 (地上 10-S0 cm) T, ササ の 種 や 高木 の 幹 , 倒木 の 枝 な 
ど に , 閉 を 閉じ て 上 向き に 静止 し て いる . 人 の 気配 な ど に 驚い て 飛び 立っ て も , せい ぜ い 10cm ぐら 
い 緩 や か に 飛ん で , すぐ に 樹幹 な どの 低い と ころ に 前 と 同様 の 姿勢 で 静止 し て し まう . 


ほぼ 16 時 を 過ぎ る と し だ い に 高 い 所 を 飛ぶ よう に な り ., 17 時 か ら 18 時 ご ろ に か け て 多く の 個体 が 樹 
幹 を 上 下 し た り , 樹液 に 集まっ た りす る よう に な る . この 時 間 帯 に み ど う し の 追 飛 や に よる 科 の 追 
飛 が さか ん に 行わ れる . 


曇天 や 雨天 に は 日 中 も 活動 する . 1999 年 8 月 23 日 , 金沢 市 戸 室 新保 に お ける 佐藤 に よる 観察 に よれ 
ば , 11 時 か ら 約 1 時 間 ぐ らい の あい だ に , 小雨 の 中 で 道路 沿い の クヌギ の 樹幹 で 本 種 の カ と サト キマ 
ダラ ヒ カ ゲ が 樹液 を 吸っ て いた が , あら た に 本 種 の 1 が 飛来 し た . 新しく 飛来 し た この 個体 は , は 
じ め は 地上 07m あたり まで 樹幹 に まつ わり つい て いた が , し だ い に 樹 幹 に 沿っ て 上 昇 し , 地上 2m 











Table 2. Development period (days) of Neope niphonica niphonica Butler from Kanazawa 
City in each egg cluster bred in room. 


Egg Date of Egg Larva [instar], (days) Pupa Date of 
cluster oviposition (days) list 2nd 3rd 4th Sth (days) emergence 























No.1 May14 7 5 5 45 58 12-26 24-34 id 8 
18-26 
July 

2 May 15 7 5 4 45 68 1214 26-30 — 5. 2 
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Figs 8-15. Neope niphonica niphonica Butler, 1881 from Kanazawa City, Central Japan 
(Hokuriku District), Satô, T. leg. 8-11. Spring form. 8. @, Nakayama-chó (220-240 
m), May 20, 2000 (FL 33.7 mm, MI 13). 9. Ditto, underside. 10. ?, same data (FL 
35.4mm, MI 12) 11. Ditto, underside. 12-15. Summer form. 12. 7, Kakuma- 
machi (170 m), July 30, 2000 (FL 37.3mm, MI 5) 13. Ditto, underside. 14. 2, 
Hanazono-yawata-machi (50 m), Aug. 19, 2000 (FL 38.4 mm, MI 3) 15. Ditto, under- 


side. 
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Figs 16-17. Neope niphonica niphonica Butler, 1881, underside, from Mt Daruma, Shizuoka 
Prefecture, Central Japan (T6kai District), Takahashi, M. leg. 16. Spring form, 7, Mt 
Daruma (750-790 m), May 16, 1982 (FL 31.8 mm, MI 17). 17. Summer form, 7, Mt 
Daruma (800-860 m), Aug. 16, 1968 (FL 32.4 mm, MI 11). 


あたり で 樹幹 か ら 離 れ て 下降 し た . 次 に 隣り 合せ の クヌギ の 樹幹 を らせん 状 に まわ りな が ら 上 昇 し , 
地上 lm あたり で 再 下降 し た . さら に この よう な 行動 を 他 の クヌギ の 樹幹 に 対し て 繰り 返し て か ら 道 
路 工 事 告 知 の 看板 に 飛来 し それ に 体 を 接触 きせ な が ら , それ を な ぞ る よう に 飛ぶ の を 観察 し た 
(Fig.7. この 一 連 の 行動 の 中 で , 地上 に 舞い お り た と き に は , 付近 に 生え を て いる チマ キザ サ (EEM) 
に 触れ る よう に し て 飛ん で いた こと は 注目 され る . 

これ ら の 行動 の 中 に 見 られ る 樹幹 を らせん 状 に 上 昇 し , 樹幹 か らち 離れ て 下降 する 行動 は , 房総 半島 産 
夏 型 に 見 られ る 行動 (高橋 ・ 青 山 , 1987) と の 共通 性 を 示す . 

これ まで 本 属 の 蝶 の 早朝 に お ける 活動 に つい て は 不明 で あっ た が , 2001 年 8 月 18 日 お よび 23 日 の 午 
前 $-6 時 に か け て , 金沢 市 榎 尾 町 と 花園 八幡 町 に お いて , 多数 の 個体 が 薄暮 の 中 を 活発 に 飛び 回 る の 
を 観察 し た . な お , 2 種 が 含ま れ て いた こと は 確実 だ が 個体 数 関係 は 不明 . 次 の 機会 に 報告 し た い 





6. AEG 
金沢 市 東部 の 低 山 地帯 で は 本 種 は 年 2 回 の 発生 を 繰り 返す . 金沢 市 中 山 町 に お ける 観察 記録 か ら 本 種 
の 生活 史 の 概要 を 示し た の が Fig. 6 CHS. 


2000 年 に つい て は , 5H 6 日 に 最初 の 個体 ( 春 型 ) 1 の を 採集 し , その 後 3 月 14-21 日 に 多数 の 個体 が 
Aon, この 頃 が 春 型 成虫 の 全盛 期 で あっ た と み ら れ る . 5H29 日 に は 個体 数 が 減少 し た が ,。 中 に は 
新鮮 な 〒 も 見 られ た . 6 月 20 日 に 飛び 古 し た 1 ア 1〒 を 採集 し た の が 春 型 の 最後 で あっ た . 


この 年 に 中 山 町 で 夏 型 を 最初 に 確認 し た の が 8 月 17 日 で あっ た が , 中 山 町 に 近い 角間 町 で は すでに 7 
月 30 日 に 夏 型 1 を 採集 し て いる . 8 月 27 日 に は 午前 9 時 10 分 -10 時 10 分 に 10 プ 7 キ を 採集 し た 
iz», 10 頭 以上 を 目撃 し て お り , この 年 の 夏 型 成虫 の 全盛 期 は 8 月 20 日 -9 月 $ 日 ご どろ と 推定 され る . 


一 方 , 雪解け が 異常 に 早かっ た 1998 年 に は , 中 山 町 に お いて , すでに 3 月 1 日 と 2 日 に 多く の 春 型 
成虫 が 見 られ た が , 5A 14 日 に は わずか に 1 そ 〒 が 採集 きれ た の み で あっ た だ た. この 年 は 夏 型 を 十分 に 調 
査 す る こと が で き な か っ た が , 8 H 30 日 に は 成虫 1 の 1 そのほか, 卵 と 幼虫 を 確認 し て お り , BHO 
発生 が と くに 早かっ た と いう 状態 は 見 られ な か っ た . 


すなわち , 春 型 の 発生 に は 季節 の 進行 が 強く 影響 し て いる も の と み ら れ る が , 春 型 の 発生 の 年 に よる 
ずれ は , 夏 型 の 羽化 期 に は あま り 影 響 を 与え を て いな いよ うに 見 える . 


Table 2 は , 1998 年 5 月 14 日 に 採集 し た 1 そ 〒 か ら 得 た 卵 の 飼育 結果 で ある . 注目 すべ き 点 は , 羽化 し 
た 10 頭 の 個体 の 暴 期 が . 他 の 多く の 地域 で 約 15-20 日 程度 で ある の に 比べ て 24-34 日 と や や 長い 点 で 
HA. 本 種 の 千葉 県 房総 半島 産 亜 種 subsp. kiyosumiensis Takahashi & Aoyama Cli E fKiRiz k 2 SEHE 
の 延長 が 知ら れ , BH L7 SOHAIL 40 日 と な る (Tani, 1984) また , 春 型 の 羽化 か ら 夏 型 の 羽 
化 ま で に 要する 日 数 は , 金沢 市 産 で は 約 90-100 日 と な り , 房総 半島 産 の 約 120 日 に か な り 接 近 す る . 
さら だ, 雪解け の 早い 年 に は 春 型 の 発生 が 早まる た め に その 期間 が その 分 だ け 長 く な る も の と 推定 き 
れる . 金沢 市 産 の 本 種 も , 房総 半島 産 よ り も に いくらか 如 い 遇 の 夏 休 眠 に よっ て 生活 史 を 調節 し て いる 
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可能 性 が ある . これ に つい て は 今後 の 実験 的 研究 が 必要 で ある . 


IL 地理 的 変異 
1. 材料 と 方 法 


計測 に 用 いた 材料 は 金沢 市 産 の 春 型 31 〆 14 2, EE 870 27 そ で , 採集 者 は 佐藤 , 採集 デー タ は 次 
の 通り で ある . 


春 型 中 山 町 : 2 の , 1. V. 1998; 772 $, 2. V. 1998; 1 $, 16. V. 1998 2 の , 6. V. 2000; 172 $, 
14. V. 2000; 1 £, 19. V. 2000; 9 1 $, 20. V. 2000; 3 3, 21. V. 2000; 1 71 #, 29. V. 2000; 2 
2. 4, VI. 2000; 17, 8. VI. 1998; 171, 20. VI. 2000. 下谷 町 : 1712, 1. V. 1998. 浅丘 町 : 
171, 10. V. 1998. 山科 町 : 1 $, 16. V. 1998. 砂子 坂町 : 16, 2. V. 1998; 1 6^, 10. V. 1998. 

EU HUH: 27, 4. VII. 1999; 5c, 8. VIII. 1999; 11 72%, 18. VIII. 1999; 9 7 3 €, 20. VIII. 
1999; 1 71%, 21. VIII. 1999; 47 1 $,25. VIII. 1999; 15? 1 €, 30. VIII. 1999; 873 $, 17. 
VIII. 2000; 6 7 1 2, 22. VIN. 2000; 9 7 8 €, 27. VII. 2000. 角間 町 : 1 ア , 30. VIL 2000. 浅丘 
Hy: 2, 10. VIII. 2000; 1 $, 19. VIII. 2000; 5c? 1 £, 22. VIII. 2000. 花園 八幡 町 : 25^ 2 9, 19. 
VIII. 2000; 4 7 1 2, 22. VIII. 2000. 榎 尾 町 : 3 の , 19. VIII. 2000; 5 〆, 22. VIII. 2000. 戸 室 新保 : 
9 &^, 23. VII. 2000; 9 7, 23. VIN. 1999. 砂子 坂町 : 2 $,2. VIIL 1999. 


標本 の 計測 は , 高橋 ・ 青 山 (1981), 高橋 (1990g, b, 1991, 1992) な どの 方 法 に よっ て 行い 。 他 産 地 の も 
の と と も に 計測 値 を Table 3 お よび Figs 18-24 な ど に 示し た . 計測 に は ノギス を 用 い , 平均 値 土 誤 差 
範囲 QXSD//n) で 示し た . 





2. 各 形 質 の 特徴 


A. 春 型 
1. BA [FL] (mm): d 33.440.45 mm (n=31), 2 33.0 土 1.09 mm (n=19) で ほぼ 中 程度 の 大 き 
さ を 示 す . 





2. MAR lb AR iin D> 5 Bik COR S/MIME [a/FL]: A 62.80.53 (n=31), $ 61.50.71 
(n=13) T, ア で は この 数 値 が や や 高い . 

3. AES 1b 脈 の 長 さ / 前 次 長 [b/FL]: 7 69.9+0.47 (n-31) で か な り 低 い 値 を 示し , [a/FL] の 
値 が や や 高い の で , 前 超 の 閉 形 が いく ら か 縦長 の 傾向 を 示す . そ で は 74.6 土 0.81 (n=13) €, の 
より も 横長 と な る . 

4. 前 次 第 2 室 黄 褐色 班 の 全長 / 前 次 長 [c/FL]: 7 24.340.53 (n=31), € 2620.57 (n=13). $0 
次 表 を 縦走 する 黄 褐 色 の 斑紋 列 は や や 発達 し 。 か な り 高 い 値 を 示す . 

5. HAE lb 脈 の 黄 褐 色 条 の 長 さ / 前 次 長 [d/FL]: c 539-075 (n=31), $ 59.941.71 (n=13) 
C, 〆 そ と も 中 程度 の 値 と な る . 

6. MI 3 室 黄 褐色 班 の 敵 線 上 に お ける 長 さ / 前 次 長 [f/FL]: c 22.8+0.56 (n—31), $ 23.9+0.66 
(n=13) T, 告 で は 高い 値 を 示し , そ で は 後 次 表面 を 孤 状 に 走る 黄 褐色 斑 列 が よく 発 達 する . F 
で は [c/FL] お よび [FFL] の 値 か ら , 交 表 の 色調 が か な り 明 る いこ と が わか る . 

7. 後 次 第 3 室 黄色 斑 の 業 線 上 の 長き / 上 記 班 紋 の 内 側 末端 か ら 同 室外 縁 ま で の 長 さ [fe]: の 
74.0 土 1.19 (n=31), $€ 77.3 土 1.48 (n=14). の ⑦ で は や や 低い 値 を 示し , BBS 3 室外 縁 の 暗 褐 色 
帯 が いく ら か 幅広 いこ と を 意味 し て いる . 

8. 前 次 第 lb 室 の 黄 褐 色 六 中 に 黒 班 の 現われ る 個体 の 割合 [BS]: c 145 (n=31), 〒 50.0 (n=13) 
C, いずれ も 春 型 と し て 中 程度 の 値 を 示す . 

9. 前 次 表 面 中 室 端 の 黄 褐 色 鱗 の 発達 [YS]: 7 8.4 n=31), $ 179 (n=14) T, 春 型 カ と し て は 高 
く , 前 學 表 面 中 室 端 に 黄 褐 色 鱗 が 現われ や すい 傾向 を 示す . 

10. WAS 2 室 眼 状 紋 の 長径 / 前 次 長 [g/FL]: A 12.2 土 0.45 (n=31), $ 11.8 土 0.85 (n=14) で 
いずれ も 春 型 と し て 中 程度 の 値 . 

ll. 後 次 裏面 第 2 室 眼 状 紋 の 黄 褐 色 環 の 内 径 / 同 外 径 [h/g]: 7 67.1 土 0.66 (n—31),  68.0:- 3.09 
(n=14). の で は 房総 半島 産 と ほぼ 同 程度 の 低い 値 を 示し , 同 眼 状 紋 の 黄色 環 に 強い 厚み が ある . 

12. 黒 化 指数 [MI]: の 144-0.64 (n=31), 2 11.7 土 1.15 (n=14) C, の は そよ り も 高く (p«00L, 
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Locality (Prefecture) 30 21 32 うう 34 3D 36 37 
o BOSS Peninsula (Chiba)ssmmmem 20.5 0.25 (n=62) 
ci 
S| Mt. Daruma (Shizuoka) - 22.2 £0.28 (n=79) 
E Mt. Ge (Kyoto ) e sd 32.7 t O.51 (n=22 ) 
o 
i Kanazawa (Ishikawa) — 33,4 +0.45 (n=31) 
&B 
内 Mt. Sambe (Shimane) -— 25.7 +0233 (n=73) 
7? | South Jap. Alps (Shizuoka etc.)* -— 25.9 +0019 (n=181) 
2 Boso Peninsula (Chiba) -- 22.50.16 (n=95) 
8 | Mt. Daruma (Shizuoka) ーー 33.74 0.21 (n=95) 
ATE a: shi * 2400.34 z7l 
6 ou ap. Alps (Shizuoka etc.) — 35.2 +0.34 (nz71) 
。 [Mte Oe (Kyôto) 36.0+0.15 (n=39) w- 
の 
8 |Kanazawa (Ishikawa) 36.4 00.20 (n-87) e 
3 
^7 'Mt. Sambe (Shimane) 36.7 0.25 (n=47) e 
*univoltine 
Fig. 18. Forewing length (mm) of Neope niphonica Butler, male. (FL) [MX2SD/ /n ]. 
Locality (Prefecture) 10 11 12 15 14 15 16 D 18 
T T r T 
o | Bôsô Peninsula (Chiba) mmm 10.7+0.24 (n=58) 
ct 
B | Mt. Óe (Kyoto) — 211.5 40.45 (n-22) 
d Mt. Sambe (Shimane) meme (12.010.535 (n=73) 
o 
E Kanazawa (Kanazawa) — 12,240.45 (n-21) 
T Sado Island (Niigata)* ——Á. 12. 2 £0.76 (n=15) 
2, 
7 | Yaku Islanda (Kagoshima)* — 15.0 0.21 (n=50) 
o Bós6 Peninsula (Chiba) w- 14.5 00.24 (nz95) 
r4 
Y | Mt. Ôe (Ky6to) — 150.36 (n=39) 
E Kanazawa (Kanazawa) -—— 14.70.29 (n-84) 
o 
H | Mt. Daruma (Shizuoka) ーー 15.5 土 0・20 (n=95) 
& 
: South Jap. Alps (Shizuoka etc.) 15.8 +0.31 (n=71 ) === 
2 | Yaku Island (Kagoshima) 16.5+0.55 (n=13) ee 
*univoltine 
Fig. 19. Outside diameter of eyespot in space 2 of hindwing underside/ Forewing length (%) of 
Neope niphonica Butler, male. (g/FL) [M+2SD/,/n]. 
裏面 の 色調 は より 暗 化 する . 春 型 の で は 三瓶 山 産 の 9.8 土 0.52 (n—73) や 大 江山 産 の 11.8 土 0.87 
(n=22) より も 明らか に 暗 化 する が (p«001) サハ リン 産 の 153.8 土 0.38 (n—58) 伊豆 達磨 山 
FED 16.5+0.25 (n=79) の よう に は 暗 化 し な い ⑦ く 0.01). 
B. 夏 型 


1. 


[FL] (mm): 7 364--0.20mm (4-287) $ 38.5+0.53mm (n=27). で は 三瓶 山 産 36.7 土 0.24 
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Locality (Prefecture) 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 i2 13 14 15 16 17 


10. 


Kanazawa (Ishikawa) = 3.0+0.38 (n=85) 
















o 

rd 

S |Mt. Sambe (Shimane) s 3.9+0.60 (n=49) 

E Bósó Peninsula (Chiba) mm 4.20.20 (n=96) 

o 

Exi ^ 

s Mt. Óe (Kyoto) ーー キー 6.0+0.56 (n=39) 

E South Jap. Alps (Shizuoka etc.) -———- 9.5 0.56 (nz71) 

^ |Mt. Daruma (Shizuoka) emp 11.30.41 (n=94) 

2 Mt. Sambe (Shimane) ewm 9.00.52 (n=73) 

É | Sado Island (Niigata)* ーー 10.30.64 (n-15) 

E | Mt. Ôe (Kyóto) — 11.8 土 9.87 (n=22) 

o 

% Kanazawa (Ishikawa) 14.40.64 (n=31) ーー 

‘d | Sakhalin (Russia)* 15.8 +0.38 (n-58) wens 

£u 

の |Ht. Daruma (Shizuoka) 16.50.25 (n-79) mh 
*univoltine 


Fig. 20. Melanization Index (0-18) of wing underside of Neope niphonica Butler, male. (MI) 
[M 土 2SD/ n ]. 





mm (n=47) や 大 江山 産 の 36.0 土 0.15 mm ( ヵ 三 39) な ど と と も に 夏 型 パ ア と し て は 最も 大 型 の 部 類 
に 属す る . 〒 で は 著しく 大 型 と な り , 数 値 の 上 で は 三瓶 山 産 の 38.4 土 0.90 mm ( ヵ 三 13) や 大 江山 
EOD 38.0+0.78 (n=9) より も 大 き な 値 と な っ て いる (p>0.05). 

[a/FL]: d^ 63.8+0.34 (n=87), $ 62.240.62 (n=27) T, 千 で は 数 値 が や や 低く な っ て いる . 
[b/FL]: @ 68.8 エ 0.34 (n=87), $ 74.5+0.56 (n-27. 千 で は で の ざ よ り も この 値 が 高く , 
[a/FL] の 値 が 低い の で 前 次 の 閉 形 は の より も 横長 と な る . 

[c/FL]: @ 23724-0.35 (n=87), € 25.1 土 0.56 (n=27) で 中 程度 の 値 を 示す . 

[d/FL]: @ 48.6+0.40 (n=87), 54.2 土 0.76 (n=27). で は 低い 値 と な り 前 次 表 面 牙 脈 上 の 
黄 褐 色 条 の 発達 の 悪い こと を 示す . 

[f/FL]: の 23.140.41 (n=84), ? 2424059 (n=27). の 告 と も に 数 値 が か な り 高 く , SWRA 
ORBEA k HETAZ ck UL, 結果 と し て 後 数 の 色調 を 明る くす る 効果 を も つ . 

[f/e]: @ 74.740.84 (n=83), € 76.8 土 1.18 (n=27) T, いずれ る も 値 が 高く , GAB O^ kh 
色 帯 が 狭い こと を 示す . 

[BS]: @ 15.3 (n=85), $ 61.1 ( ヵ 三 27). 前 次 第 Ib 室 に 黒 斑 が 現われ る 個体 の 比率 は 三瓶 山 産 と 
大 江山 産 の 中 間 の 値 . 

[YS]: @ 47 (n=86), $ 163 (n=27). の で は 筑波 山 産 の 9.4 (n—16), 三瓶 山 産 の 12.0 (n= 
46) な ど と と も に 低い 値 を 示す . 

[g/FL]: 7 14.740.29 (n=84), 2 15.0+0.66 (n227). 7 で は 房総 半島 産 14.5 土 0.24 (n=95), 
大 江山 産 14.5 土 0.36 (n=39), 三瓶 山 産 14.6 土 0.40 (n—46) な ど と と も に 低い 値 を 示し , 本 種 の 
夏 型 と し て は 裏面 の 眼 状 紋 が 相対 的 に 小型 で ある こと を 示す . そ キ で は この 数 値 が の より も いく ら 
か 高く な る が , や は りこ れ も 三 瓶 山 産 14.6 土 0.89 (n—13) 房総 半島 産 14.8 寺 0.72 (n=18), AY 
山 産 149 土 1.05 (n=9) な ど と と も に 後 閉 裏 面 の 眼 状 紋 が 相対 的 に 小型 で ある こと を 示す . 

[h/g]: @ 64.340.96 (n=84), 2 62.8 土 2.29 (n=27) T, で は 房総 半島 産 の 63.40.95 (n= 
95), そ キ で も 同様 に 房総 半島 産 の 62.3 土 2.00 (n=18) に つい で 数 値 が 低い . すなわち , この 事実 は 
後 次 裏面 の 眼 状 紋 の 黄 褐 色 環 が 強い 厚み を も つこ と を 示す . EOT b, 上 記 の 黄 褐 色 環 
の 相対 的 な 厚み は 春 型 よ り も 夏 型 に お いて 強く な り , 同じ 夏 型 で も 野外 より も 高温 の 室内 で 飼育 
し た 個体 は いっ そう 厚み を 増す 傾向 が ある . この こと は 夏 の 気温 の 高い 年 に は この 数 値 が 下がる 
(厚み を 増す ) 可能 性 の ある こと と を 示唆 する . 

[MI]: @ 3.0+0.38 (n=85), $ 3.00.38 (n—27). で は 三瓶 山 産 の 3.9 土 0.60 (n=47), 房総 半 
島 産 4.2 土 0.30 (n=95) な ど , で は 房総 半島 産 3.7 土 0.35 (n=18), 三瓶 山 産 43 圭 0.95 ( ヵ 三 13) 
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Locality (Prefecture) O 10 20 30 40 50 60 70 


Mt. Sambe (Shimane) | | | 10.6 (ne71) 
Mt. Hakone (Kanagawa) | 1] 12.5 (n=41) 


Kanazawa (Ishikawa) 14.5 (n=31) 

Mt. Oe (Ky6to) 18.2 (n=22) 

South Jap. Alps ; " 
(Shizuoka etc.) MM M E 

Bosc Peninsula Do Lo] 25。4 (nz59) 

Mt. Daruma (Shizuoka) 27.2 (n=79) 


Mt. Kirishima igs 
QOEM D eee G L ad) 


Yaku Island (Kagoshima)* 
9.6 (n-50) 
*univoltine 


Fig. 21. 


Locality (Prefecture) 0 10 20 30 LO 50 60 70 80 


Mt. Tsukuba (Ibaragi) | ] 9<4 (n-16) 


Mt. Sambe (Shimane) [| 128.0 (n=46) 
Kanazawa (Ishikawa) | eae) 
Mt. Hakone (Kanagawa etc.e) ] 17.1 (n=35) 
Mt. Ĝe (Kyoto) | | 19.2 (n=39) 


South Jap. Alps 
(Shizuoka etc.) ea een 23.9 (n=71) 
Mt. Kirishima (Kagoshima) | | | ] 239.7 (n= BA) 
Bósó Peninsula (Chiba) 0 5) 


Yaku Island (Kagoshima) 


Fig. 22. 


Figs 21-22. Number of individuals bearing black spot in ochreous patch in space lb of 
forewing upperside (%) of Neope niphonica Butler. (BS). 21. Spring form, male. 22. 
Summer form, male. 


な ど と と も に 裏面 の 色調 が 最も 明る い 部 類 に 属す る . し か も , の ヴ そ と も その 数 値 が 最も 低く な っ 
C30, いずれ も 房総 半島 産 や 三瓶 山 産 の も の と の 間 に 有 意 差 が ある (p<0.05-0.01). 裏面 の 暗 
化 を 湿 す [M] も 気温 の 影響 を 強く うけ る の で , AAO [h/g] と と も に 同じ 季節 型 で も その 平 
均 値 が 年 に より ぃ くら か 変動 する 可能 性 を 否定 で き な い . 








地理 的 変異 の 全体 的 な 特徴 


金沢 市 東部 の 丘陵 地 ま た は 低 産地 帯 に 分 布 す る ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 地理 的 変異 に は お よそ 次 の よう 
な 特徴 が 見 られ る . 
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k 


Fig. 23. Diagram of morphological characteristics in Neope niphonica Butler (1). a-f. Spring 
form, male. (D FL. © a/FL. (3) g/FL. @ f/FL. © MI. © b/FL. © b/g. 
f/e a: Kanazawa City. b: Bósó Peninsula. c: Sado Island. d: South Japan Alps. 
e: Mt Óe. f Mt Sambe. g-l Spring form, female. g: Kanazawa City. h: Hok- 
kaidó. i: Bôsô Peninsula. j: South Japan Alps. k: Mt Sambe. 1: Yaku Island. 
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k | 


Fig. 24. Diagram of morphological characteristics in Neope niphonica Butler (2). a-f. Sum- 
mer form, male. a: Kanazawa City. b: Mt Tsukuba. c: Bôsô Peninsula. d: South 
Japan Alps. e Mt Oe. f Mt Sambe. g-l. Summer form, female. g: Kanazawa 
City. h: Mt Daruma. i: Bósó Peninsula. j. Mt Óe. k. Mt Sambe. 1. Yaku Island. 
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A. 春 型 


|l. の 前 超 の 次 形 は いく ら か 縦長 の 傾向 を も つ . 
2. OB» of cz 0c 3:208 COEPI X k << KET SOC, ヤキ 次 表 の 色調 は か な り 明 
る く < 感じ られ る . 
前 次 中 室 端 の 黄 褐 色 鱗 が や や 発達 する . 
4. BORA 2 室 眼 状 紋 の 黄 褐 色 環 に 強い 厚み が ある . 
5. 裏面 の 色調 は 島根 県 三 折 山 や や 京都 府 大 江山 の も の より 暗 化 する . 








3 








B. EH 


l. ARRIZKO b0 kA, oT KET, ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 夏 型 と し て は 最大 
級 の も の で ある . と くに そ は 大 型 と な る . 

2. FRAMo AEREE bO LERTA DERLER. 

3. ALL ¢ITBMRAORBERIID L l KEL, BARDEA VA v. 

4. 

5 





(SASL 2 室 眼 状 紋 は 相対 的 に 小型 と な り , その 黄 褐 色 環 に 強い 厚み が ある 
ZEB BÉ EIAS. 裏面 の 色調 は 本 種 と し て 日 本 列島 第 1 級 の 明る さ を 示 す . 


全体 を 通し て , 金沢 市 東部 の 丘陵 ・ 低 山地 帯 の ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ は , と くに 夏 型 の 特徴 1, 4, 5 の よ 
うな 本 州 西部 日 本 海 側 山地 産 (SFR, 大 江山 な ど ) に 見 られ る 傾向 を 保持 し な が ら , 春 型 の 裏面 が 
や や 暗 化 する 本 州 中 部 山岳 地帯 の 傾向 を 備え た も の と いえ る で あろ う . 


Figs 20, 21 は , Table 3 に 示し た 12 形質 の 中 か ら 8 形質 を 選ん で グラ フ 化 し た も の で ある . それ に 
れ ば , 金沢 市 産 の 本 種 の 形態 ・ 斑 紋 が 他 産 地 の も の と の 相違 Ge Re pia are 
Table 3 や Figs 16-19 な ど と と も に 参照 きれ た い . 
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Summary 


1. The authors report ecological notes of Neope niphonica niphonica Butler (Lepidoptera, Satyr- 
idae) from Kanazawa City, Central Japan (Hokuriku District), on food plant, life cycle, adult 
behaviour and morphological characteristics. 


2. This species is distributed in the eastern low mountain area of Kanazawa City, mainly 60-400 
m in altitude, and inhabits deciduous broad leaf forest, sometimes with Neope goschkevitschii 
Ménétriés. 
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3. The food plant of this species in this area is Sasa palmata Nakai (Bambusaceae). The eggs and 
the Ist instar larvae were found under the leaves of this plant. 


4. This species has a bivoltine life cycle in this area. The adults of the spring form are generally 
seen from the beginning of May till the middle of June and the summer form adults from the middle 
of August till the middle of September. The pupal period in summer is relatively elongated, 
probably, for adaptation to the climate of this area. 


5. The adults of this spring form fly in the day rapidly around the sunny canopy and the forest side 
and sometimes visit flowers, e. g. Weigela hortensis and visit secretions of Homoptera. The summer 
form adults rest in the day time near the ground in the forest. They have a peak of the activity in 
the evening with feeding on the tree sap of e. g. Quercus acutissima. The summer form adults were 
observed flying also in the early morning. 


6. Morphologocal characteristics of this population are as follows: 


a. The forewing length of the summer form is very large, similar to the races of Mt Óe (Kyóto) and 
Mt Sambe (Shimane), specially in female. 


b. Ochreous patches of the hindwing underside are relatively developed in the summer form. 


c. In the hindwing underside of the summer form, the size of the eye spot in space 2 is relatively 
small with a thick ochreous ring. 


d. In the summer form, the colouration of the wing underside, probably, is the palest among the 
all races of this species in Japan, while that of the spring form is relatively darkened. 


(Accepted January 17, 2002) 
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